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東北地方交通審議会 

第 １ ７８ 回船 員 部会 
 

日  時 令和 ５ 年 ８ 月２５日（金） １３：３０～ 

場  所 仙台第４合同庁舎 ４階会議室 

出 席 者 公益委員 ：髙橋(真)部会長、豊田委員、鈴木委員 

労働者委員：髙橋(雅)委員、奈良委員、甲斐委員 

使用者委員：平岡委員、千葉委員 

 運 輸 局 ：石谷東北運輸局長 

山本海事振興部長、斉藤海事振興部次長 

柳松船員労働環境・海技資格課長 

菊地船員労政課長、鈴木専門官、髙橋労政係長 

１． 開 会 

２． 議 題 

  （１）審議事項 

船員に関する特定最低賃金の改正に係る諮問について 

    （２）管内の雇用等の状況について 

    （３）情報提供について 

（４）その他 

３． 閉 会 

 

  （資料） 

資料１  船員の特定最低賃金の改正に関する諮問関係資料 

   資料２  船員職業安定業務取扱状況説明資料（６月分） 

   資料３  新規求人・求職数（東北管内：３年対比） 

   資料４   有効求人・求職数（東北管内：３年対比） 

   資料５   新規求人・求職数（全国） 

   資料６  有効求人・求職数（全国） 

   資料７   有効求人倍率（東北管内） 
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    資料８   有効求人倍率（全国） 

 

◎開 会 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  定刻となりましたので、ただいまから第178回船員部会を開催させていただきます。 

  議事に入ります前に、委員の交代がありましたのでご紹介いたします。 

  使用者代表の増富明委員の後任として、大島汽船株式会社代表取締役、千葉洋明様が新たに

委員に任命されました。 

  ここで、千葉委員からご挨拶を賜りたいと存じます。千葉委員、よろしくお願いいたします。 

 

【千葉使用者委員挨拶】 

  

【斉藤海事振興部次長】 

  ありがとうございました。 

  なお、前回部会でお知らせしたとおり、７月４日付で東北運輸局長の異動がございました。

それで、本日、新局長の石谷局長よりご挨拶を申し上げる予定としておりますが、現在、他の

会議出席のため外出しており、終わり次第当部会に合流し、議事の途中になるかと思いますが、

ご挨拶を申し上げますので、どうかご了承願います。 

〔第１７８回船員部会の成立状況について報告〕 

〔配布資料の確認〕 

 

◎議 事 

 

【髙橋部会長】 

  それでは、早速議事に入ります。 

  お手元にあります議事次第の議題（１）審議事項に入ります。 

  「船員に関する特定最低賃金の改正に係る諮問について」、配付資料１－１のとおり、８月

３日付で東北運輸局長から東北地方交通審議会会長に対し、最低賃金法第35条第７項の規定に

基づいて、最低賃金の改正に関わる諮問がありました。 
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  そして、資料１－２のとおり、東北地方交通審議会運営規則第９条により、船員部会におい

て審議されるよう、８月23日付で東北地方交通審議会会長から当船員部会に付託されました。 

  では、海事振興部長から諮問の趣旨の説明をお願いします。 

 

 〔山本海事振興部長から諮問の趣旨を説明〕 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  条件が整ったということで、諮問が決定されたということです。 

  ただいまの説明内容について、委員の皆様から何かご質問等ありますか。 

  それでは、ないようですので、諮問を受けまして、船員部会運営規則第６条の規定により最

低賃金専門部会（４業種）を設置することといたします。 

  続きまして、事務局から船員の特定最低賃金の改正に関し、関係船員及び関係使用者の意見

聴取に関する公示案及び最低賃金諮問状況について、説明をお願いします。 

 

 〔菊地船員労政課長から資料１－３、資料１－４に基づき説明〕 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  ただいまの説明について、何かご意見、ご質問ありますでしょうか。 

  よろしいですか。 

  では、質問はないようですので、ご了解いただいたものといたします。 

  続きまして、専門部会委員の任命と今後のスケジュールについて、事務局から説明をお願い

します。 

 

 〔斉藤海事振興部次長から資料１－５に基づき説明〕 

 

【髙橋部会長】 

  ただいまの内容について、何かご意見、ご質問ありますか。 

  よろしいですか。 
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  それでは、ないようですので、ご了解いただいたものといたします。 

  続きまして、議事次第の（２）管内の雇用等の状況について、事務局から報告をお願いしま

す。 

 

 〔菊地船員労政課長から資料２に基づき説明〕 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  ただいま局長が到着されましたので、ここでご挨拶を申し上げたいと思います。 

  それでは、石谷局長、よろしくお願いいたします。 

 

〔石谷東北運輸局長挨拶〕 

  

【斉藤海事振興部次長】 

  石谷局長はこの後、所用のため退席されますので、議事の途中ではございますが、ここで名

刺交換をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 〔名刺交換〕 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  委員の皆様、ご協力ありがとうございました。 

  それでは、菊地課長、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

 〔菊地船員労政課長から資料２～資料８に基づき説明〕 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。 

  ただいまの内容について、ご意見、ご質問ありますか。 

  よろしいですか。 

  それでは、続きまして議題（３）の情報提供に入ります。 

  委員の皆様のほうから情報提供をお願いします。 
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  最初に労働者委員のほうからお願いいたします。 

 

【髙橋（雅）労働者委員】 

  海員組合の84回定期全国大会を、10月25日、26日と２日間、函館で行います。この大会は中

間大会といいまして、前年度の活動方針が基調になっていますので、その基調の活動を補う大

会になります。 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  それでは、奈良委員。 

 

【奈良労働者委員】 

  小名浜地区の状況です。８月17日にサンマ船が道東へ向け、一斉に出港いたしました。その

後は、釧路・花咲港から20日の解禁に合わせた形で現在操業しております。 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  甲斐委員、よろしくお願いします。 

 

【甲斐労働者委員】 

  八戸地区の中型イカ釣り漁船ですが、５月中頃に出港しまして、８月中に全船帰港、ムラサ

キイカの漁から全船帰港しております。通年であれば、その後、日本海のスルメイカ漁に向か

うところですが、今年は日本海のスルメイカが量が薄いということで、大体３分の２はもう一

度ムラサキイカ漁に向かい、あと３の分の１は日本海に向かったという状況になっております。

そのため、今の時期にムラサキイカ漁の大体の水揚げ量や相場が分かるのですが、もう一度出

港したものですから、まだ集計がされていない。今のところそういった状況です。 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  それでは、使用者委員からお願いします。 
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  平岡委員、お願いします。 

 

【平岡使用者委員】 

  日本内航海運組合総連合会がまとめた今年１月から６月までの内航貨物船輸送量は、前年同

期比0.4％減の9,841万4,000トンでした。需要不足で荷動きが鈍い鉄鋼や紙パルプ、物価高で

消費が振るわない雑貨など、多くの品目で前年を下回りました。鉄鋼は前年同期比13％減少

し、需要は振るわず、輸送量の前年割れが12か月以上続いております。日用品や飲料・食料な

どの雑貨も４％減りました。昨年以降、相次ぐ値上げで消費が落ち込み、輸送量も低迷してお

ります。 

  一方、昨年まで部品不足で生産が停滞していた自動車は、生産の回復が進み、輸送量が前年

同期比で23％増えました。 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  それでは、千葉委員、お願いします。 

 

【千葉使用者委員】 

  昨年も説明があったかと思いますが、今年度も東北旅客船協会を事務局として、東北６県に、

観光事業者の原油高騰における緊急支援の補助金を出してくださいというお願いをしていたと

ころ、昨年に続き、宮城県だけこれに応じていただきまして、今年も20トン未満に対しては25

万円の補助金、中型船に対しては80万円の原油高騰における補助金を支給していただけるとい

う結果になり、そのほかの５県につきましては、引き続き支援してくださいというお願いをし

ている次第です。 

  

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。 

  情報提供ありがとうございました。 

  それでは、情報提供の内容に関して、何かございますでしょうか。 

 

【髙橋（雅）労働者委員】 
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  奈良委員からサンマ船の件がありましたが、気仙沼から９隻、大船渡から５隻、17日に同じ

ように道東、釧路・花咲に20日の解禁に向けて回航しています。20日の０時過ぎてから出港し

たと思いますが、多分22日の夜に操業を開始していると思います。 

その中で各船、量が少なく、大体１トンくらいの漁獲という情報がありました。早ければ明

日あたり入港する船があるかもしれないという状況です。 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございました。 

  そのほか、ございますか。追加で何かあれば。 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  事務局です。 

  先ほど髙橋委員のほうからお話いただきました海員組合さんの全国大会が、10月25日、26日

ということをお聞きしたのですが、10月の船員部会が10月27日ということで、その日程につい

て海員組合さんで、支障ありませんでしょうか。 

 

【髙橋（雅）労働者委員】 

  27日が移動日になると思うので、多分函館から新幹線で来ますので大丈夫かなと思います。

それも来月、お知らせしたいと思います。 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  すみません、ありがとうございます。 

 

【髙橋部会長】 

  とりあえず今のところは大丈夫。 

 

【髙橋（雅）労働者委員】 

  大丈夫だと思います。 

 

【髙橋部会長】 
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  ほかにありますでしょうか。 

  千葉委員、お願いします。 

 

【千葉使用者委員】 

  今月、８月29日に気仙沼湾内において海洋キャリアセミナーを開催する予定でおります。あ

くまでも今後の船員の魅力を感じるような、遊覧を通じた啓発活動の一環として行う予定で

す。 

 

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  そのほか、ありますか。 

  では、議題（４）のその他に入りますが、皆様のほうで何か情報とは別に話題等があれば出

していただければと思います。 

  次長、あの報告はいいんですか。宮城県の高校の先生方との話はいつされますか。 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  小学校の先生方の海事施設見学会を受けまして、この部会でも高校の先生にもそうした取組

をしたらいいのではないかというお話が出たところです。 

高校の先生にも社会科の公民部会、そういった研究会がございまして、担当の先生が仙台二

華高校の先生ということで、先日、担当の先生と校長先生にも入っていただき、取組みの趣旨

について話をしてきました。その結果、９月に公民部会の総会があるということから、そこで

プレゼンをさせてくださいとお願いしたところ、スケジュールが詰まっているため、冒頭の５

分程度であれば、資料を配って説明してもいいですよというお話をいただきましたので、日程

の連絡を待っている状態です。日程が決まりましたら、何とか５分以内でまとめ、取組に参加

していただければ、私どもですべて手配いたしますという旨を伝えてくる予定としておりま

す。 

  

【髙橋部会長】 

  ありがとうございます。 

  言い出したのは私なので、経緯だけお話しすると、前々回の部会で、小学校の先生方に、小



-9- 

学生を対象にしてそういう船員になるためのというか、海の魅力を知らせる事業をやっている

という話があったので、高校でも今までは船員養成の高校というか、水産高校を中心にそうし

た取組みをしているわけですが、それだけではやはり不十分じゃないかという話をしました。 

あの後、宮城県教育委員会の高校教育課に連絡を取ってみたのですが、高校教育課は、多分

ほかの県も同じだと思うんですけれども、文科省の影響が強いのもあって、文科省の学習指導

要領の内容に関すること以外はできないということでした。 

それとは別に、各県にある教員の任意団体、中学校は社会科教員研究部会、高校は地理・歴

史科教員の部会、というふうに、それぞれ教員の任意団体なのですが、文科省の支配下に入ら

ない、教員の研修機関が別にあるのです。そこの事務局が今二華高校だという話だったので、

次長に電話して動いてもらいました。 

今年に限らずの話なのですが、そういう種をまいておけば、高校の先生方、特に公立学校の

先生方を中心に、私立学校も全部入っているので、宮城県であれば、宮城県立高校と仙台市立

高校、石巻市立高校等の公立学校プラス私立の高校が入っている任意団体なので、その先生方

を対象にしてお話しする機会があれば、特に公立学校の先生方は異動で水産高校にも行くし、

各県でもそういう組織があるので、うまくアプローチできて、ここで抱えている問題を実際に

高校の先生方に知ってもらえば、将来その中で話を聞いた子供たちの中で何人かは、じゃあち

ょっと船に目を向けてみるかとか、そういう子たちが出てくる、あるいは先生方にそういう興

味を持った人がいれば、こちらの主催するというか、運輸局のほうで主催する事業に高校側の

先生がタイアップしてくれるかもしれないし、部活動で参加してくれるかもしれない。 

そういった機会をつくってもらえればと思ったので、今回はとりあえず説明する時間を５分

だけとはいえ、もらえたということで、それを足がかりに来年とか再来年というふうにつなげ

ていけば、何とか海への関心を、特に直接高校を出た後の進路先の候補として描いてもらえる

んじゃないかなと思います。 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  やはり今年度はスケジュールがもう決まっているということで、今年度は駄目とのことです。

ただ、来年度の公民部会の幹事校が宮城野高校ということで、宮城野高校の担当の先生に話を

通しておくというお話をいただきましたので、部会長が言われたとおり、今年種をまいて、来

年度の勝負かなと思っております。 
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【髙橋部会長】 

  はい、よろしくお願いします。 

  それでは、ほかにないようですので、本日の議事は終了となります。 

  次回の部会は、９月22日金曜日の13時30分からで、また次回はＷＥＢの開催になりますの

で、よろしくお願いいたします。 

  最後に事務局のほうから連絡をお願いします。 

 

【斉藤海事振興部次長】 

  事務局からは、議事録についてでございます。お手元に配付しておりますが、第176回の議

事録の案ができましたので、ご確認の上、修正等ございましたらご連絡のほどよろしくお願い

いたします。 

  また、第175回議事録につきましては、一部修正のご指摘がございまして、添付正誤表のと

おり修正いたしました。 

  その他は特にご指摘がありませんでしたので、このまま確定版とさせていただきます。 

  それでは、以上で本日の船員部会を終了いたします。 

  皆様、大変お疲れさまでした。 

 

 


